




考察 

当院への入院数は 280 人で内 27 人が長期入院であり 18 例が 1500g 未熟児であった。(背景

の出生数は 5700 人と離島の 2500 人)。一方、他の病院では総入院 1162人の中で長期入院

児は 13 例であった。これは当院には重症の極小・超未熟児が入院しているということであ

ろう。 

1000g 未満の生存児はほぼ全例 3ヵ月以上の入院を要している(12/14,表 2)が、前年度の報

告の如く 500g-999g 出生児を O.36 と推定しその 60%が生存するとなると72 人出生して 43

人が生存することになり、計算上 30 人の長期入院増となる。これらの児が 4ヵ月平均入院

するとして 10 床を占有する。今後超未熟児の掘り起こしに従い NICU の増床が急務と考え

られる。 


